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ま～ゆへの想い ごんべいこと中島邦夫

昨年11月3日にスタートした“蚕都くらぶま一ゆ"もまもなく四ヶ月になろうとしています。

この間毎月10日に4回のま～ゆ市が開かれ、そのつど40人を超える会員が参加し、ものや情報の

交換を通し心の交流を育んできました。今、何より嬉しいのは多くの仲間が「何かの役に立てない

か?」「何か自分の出来る事はないのか?」と積極的に自分探しに参加して、取引する事を通して自

らの潜在カを再発見しつつある事です。そしてそれを交換し合う満足と信頼が醸し出すなんともい

えない温かさが「何かが違う」「また来よう！」「新しい仲間を誘おう!」と次々と繋がり広がって

いく事です。まるで繭が増殖していくように…。

ま～ゆは私自身にとっても自分探しの旅で出会った「これだ！」だったのです。

25年勤めたサラリーマン生活を辞めて故郷の上田に帰って来てからもう8年近くが過ぎました。

当時、私は何かモヤモヤした気持ちの中で思い悩んでいました。終戦の年に生まれ世の中の流れと

同じ様にただひたすら「豊かになろう」「周りに遅れまい」と走り続けて来ました。お金や物や地

位は自分を満足させてくれました。しかし、40歳を過ぎだ頃から心の空虚さは年々広がっていき

ました。

「これが自分の求めていた豊かさだったのだろうか?」「こんな事をしていて自分はいいのだろう

か?」と。それまで自分自身のことや世の中の事を真剣に考えてみた事もなかった私が、初めて遅

い、実に遅い自我に目覚めたときでした。

それから私の自分探しの旅が始まったのです。

貪るように本を読んだり、ただひたすら歩き回ったりしました。あるときは玉川上水を西へ西

へと歩き続け、陽が暮れてへとへとになって電車で帰ってきたこともありました。

生きるとは?死とは?と真面目に考えました。そして死に方は選べないけれど生き方は選ぺるんだ

と思い至ったのです。すると、世の中の景色が変わってきました。

それは世の中が変わったのではなく・自分の見方〔価値観の基準〕が変わったことにより・今ま

でとは違って見えてきたのでしょう。

そんな中で昨年 ｢エンデの遺言」と出会ったのです。ショックでした。

「これだ！自分の求めていたのはこれだったんだ!」と…。自分の出来る事から始めようと、

それまでなんとなく後ろめたさを感じながら乗っていた3ナンバーのディーゼル車を手放し、知人

に貰ったポンコツ軽自動車に乗り換えました。「車はステイタスを表わさ無い」と粋がっています。

今や、ま～ゆは私の心の拠り所としてのべ一スになっています。ここに帰って来て心を癒し、また

出かけて行くのです。

“全ての人々はま～ゆに抱かれて、みな兄弟となるのだ„(シラ一の「歓喜によせて」の冒頭の一節

の盗作です)
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のび太さんの｢ま～ゆ･ほのぼのお助けメモ｣

のび太さん(会員 7 番)自転車大好き・さわやか系若作

り・ま～ゆ歴 4 ヶ月・交換数１０回・収支マイナス 1770

ま～ゆ・｢こちらの通帳にはこう書くんダッケ?」等とやり

取りするときのぎこちなさがイイと思っている人です。

ま～ゆお助けその １ 古いワープロデータが生き返った！

今年から地区の公民館役員を仰せつかり、引継ぎで預かったワープロとフロッピーディスク数枚。普段パソ

コンでの文章入カは慣れているつもりなのだが、公民館のワープロはどう見ても一昔前の型。案の定、操作に

四苦八苦でちっとも作業がはかどらない。

このフロッピーが自分のパソコンで使えるようになる方法があれば楽なのになあと思い、思い切ってま～

ゆのメーリングリストに「お助け願い」の投稿をすると、さっそくｍｃｃさん(会員57番)から連絡をいただいた。

何度かメールでやり取りした後、ワープロごと持ってｍｃｃさんの仕事先におじゃま、大変お忙しい中にもかか

わらず、親切に対応していただいた。

ｍｃｃさんの見立てではワープロ本体にフロッピーの変換機能が付いているとか、実際にご自分のフロッピ

ーに元文書のフロッピーからのコピーの仕方を実践。「これで大丈夫だと思います、もしダメだったら次の方法

を考えましょう」と、大変心強い言葉をいただいた。

早速自宅のパソコンに恐る恐るフロッピーを入れ立ち上げてみると、ナント！見事に画面にデータが現れた。

こういう瞬間って結構感激もの！

喜んで次々とコピーしまくり、公民館の資料作りはお陰さまで大変はかどっています。

この件については他にイジコさんとひらりんさんからも連絡いただきました。

皆さんありがとうございました。

えっ！まだ書いていいの？では次にお助けドタバタ劇を。

ま～ゆお助けその ２ 一輪車の輪は友達の輪だった！

真田町のトットさんから一輪車パンク修理依頼が来る｢いつでも良いですよ」と言って頂いたので、タイヤだ

け持ち帰ろうと菅平のスキー帰りに寄らせていただくことになった。ところが我が家の一輪車に合わせて｢こ

れがあればＯＫ｣とスパナを一本だけ持っていったのがアダになるとは…。家族を真田温泉に降ろし、トットさ

ん宅に向かう。約束時間よりだいぶ早かったのでお留守だったのだが玄関先にパンクの一輪車が置いてあっ

たのでタイヤを外そうとして…アリャリャ！な、なんと工具が合わないのだ！ しばしボー然。

このままＭさんの帰宅を待って「工具貸して下さい」ってのもカッコ悪いなあと思い(初対面だから)、気を取り

直していったん真田温泉に戻り、近くに住む友人宅に電話すると幸いにも在宅中。事情を話したところその友

人は仰々しくも、ラチェットレンチ一式を持ってすぐ駆けつけてくれて、めでたく一件落着。

後日、タイヤのパンクを修理して伺ったトットさん宅での世間話で、なんとラチェットレンチを貸してくれたあ

の友人はトットさんの知人と判明。世間の狭さを痛感。これも「ま～ゆ」が取り持つ繋がりなのかな、とも思った

のだ。

こんど工具の友人にも「ま～ゆ」を呼びかけてみようと思う。ま～ゆのことを知らない彼は「どうしてのび太

がトットさんの一輪車をわざわざ修理するのかな?」と、いまだに謎のままなのだろう。きっと。
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私は蚕都くらぶま～ゆに入れ

ていただいて間もないのですが、

こんなに活用させて頂いていま

すよ。

✲ 1月 ２０ 日〔日〕

一輪車がパンクしてしまい、早速のび

太さんに直していただきました。のび太

さん、真田までご苦労様でした。

（例の一輪車の輪の件ですね）

✲ 1月 ２１ 日〔月〕

今年はどうしてもパソコンを覚えたく

て都々平さんに教えていただいていま

す。これまた都々平さんのことパソコン

教室より親切、丁寧なんです。私ひとりで

はもったいないので、どなたか一緒に習

いませんか？ 都々平さん、奥様手作りの

漬物でのお茶、とても美味しかったです。

✲ ２月 ２４ 日〔日〕

安井さんのお声かけで、ま～ゆのまち

子さんのご主人のロマンあふれる農業へ

の思いをお聞きして、とても感動しました。

安井さん、もしかしてこれはま～ゆでは

ないのね…。

(そうです、これはトーキングプラザ 21

が主催した元気な農業をテーマにした

シンポジウムです。これからもよろしく)

ともあれナント素晴らしい蚕都くらぶ

なんでしょう。これからもどんどん皆様の

家に電話しますよ。このま～ゆの輪が

大きく育ってほしいから。
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♪ｍ□ s uＲ a～y a♪
かつて私が小学生の頃にヒット

した歴史的国民的怪獣映画と言え

ばもちろん「モスラ」である。

一卵性双生児のザ・ピーナッツが

歌い上げる♪～モスラ～よ～♪の

なんとも不思議なけだるさ。聞きな

れない「一卵性双生児」をあの当時

の私は「いちらん製ソーセージ」と

勝手に信じていた。その上不思議だ

ったのはどうしてコマドリ姉妹が

♪～モスラ～よ～♪と歌わないの

かと言う事。あの当時人気は二分し

ていたようだが。振袖姿でモスラを

よぶこまどり姉妹も捨てがたいと

思った。

会計報告 2002年2月25日現在〔会計担当 田中記〕

●収入 ① 1000円×13人= 13,000円

② 900円× 5人= 4,500円

収入小計 17,500円

●支出 ①ま一ゆ会報 第2号制作費

462円 (コピー用紙×2冊) 2001,11.12

②ま一ゆ会報 第3号制作費

150円 (コピー代) 2002.1,10

1669円 (A3コピー用紙) 2002.1.7

1990円 (印刷機使用料) 2002.1.8

1415円 (A3〕ピー用紙) 2002.1.8

512円 (印刷機使用料) 2002.1.23

支出総計 7,198円

○収支 支出合計 19,832円

残金 72,068円 (※1,000程コピー用紙が残っています)

○会員が 83人になりました。残金は約7万円です。

○支出はま～ゆ会報制作費と案内チラシ制作費に限られています。

印刷機はある商工団体事務所でお借りしています。印刷製本作業は世話人の数名が行っています。

○ま～ゆ世話人会はだだいま秋和の熱勝さんで開催しています。会揚堤供ありがとうございます。

毎回美味しいコーヒーを頂いています。ストープ代として１回に 1,000円を支払っています。

○ま一ゆの会報はお近くの常設所で受け取るようにしてください。なるべく郵送料を使用しないように心掛けて

います。

○会計報告は毎暑載せていきます。質間や提案があればどしどしお寄せください。



竹田貴一さん(タケちやんま～ゆ会員１１番)

竹田さんは、とっても、ひょうきんな方なんです。

その、ひょうきんさは、どこへ行っても通用するオー

ルマイティな方。

僕は、2 年前のうえだこどもまつりの時にお会いし

てから。

では、ご本人の自己紹介をどうぞ。

はじめまして、タケちゃんこと竹田貴一です。

ある青年との会語

青年｢竹田さん、若いですね。おいくつですか?」

タケ「今年、年男なんだよ。」

青年「工一、36歳ですか。若いですね。」

タケ「昭和29年の生まれだよ。」

青年｢・・・・・・・・・」

万年青年の竹田です。中之条で幼児教室をやって

います。今、あったかい薪ストーブがよく燃えていま

すよ。お茶でも飲みに来てください。お待ちしており

ます。

あれ？ココでは特に言ってないですけど、将棋も

結構なお手前で。ただ、僕は将棋は自分が勝てない

とやる気がおきないので手合わせは、ご遠慮の程

を。

本人作、「自画像」…

これって若すぎないですか? (ひらりん)

－５－

ま～ゆには実にさまざまな人々が参加しています。

もしかすると、ま～ゆに参加しなければ知り合う事もなかった人々。一人ひとりが多彩で

貴重な経験や知識、技術をお持ちです。

お金には換えられない魅力タップリの「人間の財産」をお持ちの方を「ま～ゆな人」と

命名し、ま～ゆの発展のためにドンドン紹介していきます。

～ひらりんの ま～ゆ人スケッチ～

スーちゃんこと石原さん(№.81)

あまり、気の進まないところを申し訳な

いのですが、仲間になって日が浅いので、

ぜひ、みなさんにご紹介したいと思い、無理

を言って、お話を寄せていただきました。

まずは、ご紹介と言うことで、スーちゃんの

ぷろふい一る。

1, ほびー 音楽大好き、手芸大好き。

2, 星 座 かに座

3, 年 齢 不詳

4, 好きな言葉 ｢継続は力なり｣

スーちゃん(ニックネームで書くと新鮮で

すが)は、私の教え子です。というと、偉そう

ですが、私がやってるパソコン講習の受講

者なのです。

そこでご本人からご自分の紹介をどうぞ。

最初は、東京にいる娘とメール交換したくて

始めたパソコンですが、インターネットはじ

め、いろんな事が出来る様になりました。

ちなみに現在、ホームページに挑戦してい

ます。

趣昧が音楽ということで、最近、ウクレレ

の稽古を始めました。

継続は力をモットーに気長にがんばってみ

ようと思っています。

そしていつの日か、音楽好きの仲聞とバ

ンドを組んで、あちこち活動が出来たらと夢

をふくらませています。

昨年の今頃は、突然病に倒れ入院。家族は

じめ大勢の方に迷惑をかけました。

一日の終わりに感謝出来る日々を有難く

幸せに思うこの頃です。
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２００２年１月９日 信濃毎日新聞
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読売新聞 ２００２年１月１３日
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ま～ゆ会報の常設所
●フリーマーケット「のんどり」…ＴＥＬ２６－９３５５ （上田原ローソン隣り）

●上田ケーブルビジョン‥･（上田市中央３丁目）

●熱 勝（ねっしょう）…ＴＥＬ２９－３８８０（上田バイパス秋和一長野県酒販前)

●サンテオーレ‥･ＴＥＬ２５－３４８２（上田ジャスコ店１階）

●上田市立図書館

●上田市内の公民館・６館（中央、西部、城南、上野ケ丘、塩田、川西）

あとがき (ホーおじさん記)

ま～ゆ会員は現在８３名。正式発足して約 4 ヶ月です

から、ほぼ一ヶ月に 20 名の新会員が生まれているっ

てことです。年齢は20代前半から80代後半まで実に

ダイナミックな(当然な)構成になっています。

平均年齢はたぶん 40 代から 50 代が一番多いようで

す。

2 月 10 日に新年会を兼ねてま～ゆ市を開催しまし

た。この日はいつもお世話になっている熱勝さんの広

い会揚がいっぱいになりました。正確に勘定をしてい

ませんが 40名は参加されたでしょう。

持ち寄りの料理が次から次と出てくる、珍しいお酒もど

んどん(もちろん運転手はいただきません)出てきてあ

りがたい事です。

もちろん飲み食いだけじゃなく、ま～ゆ的話題(なんの

こっちゃ)も盛り上がりました。そうそう北欧の歌も登揚

しました。

ま～ゆ人は芸達者なんですね。

ま～ゆの会報も協力者がふえて楽しくなってきまし

た。今回はナマケモノさんが大活躍。ひらりんさんもユ

ニークな紹介記事を寄せてくれました。そしてま～ゆ

お助けに東奔西走するのび太さんは次号にはどんな

活躍をしてくれるでしょうか? 楽しみです。

名簿とお助け一覧表はいじこさんのお世話になりまし

た。ありがとうございます。

今回の編集はホーおじさん・都々平・ナマケモノ・ひら

りんが主に担当しました。




